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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成２３年９月２７日に公表した業績予想を下記のとおり修正しましたので 

お知らせいたします。 
 

記 
 
１.平成 24 年２月期通期 連結業績予想数値の修正 

（平成 23 年２月 21 日～平成 24 年２月 20 日）                  

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり

当期純利益

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円

 1,080,000
百万円

38,700
百万円

36,700
百万円 

 4,800 
  円 銭
 24.30  

今回発表予想（Ｂ）  1,080,000 42,000 40,000 8,000  40.50

増減額（Ｂ－Ａ）    ―      3,300 3,300      3,200 
増 減 率 （ ％ ）  ―  8.5 9.0      66.7 

（ご参考）前期実績 
(平成 23 年２月期)  1,112,781  35,101 32,282 6,046 30.61

 
2. 平成 24 年２月期通期 個別業績予想数値の修正 
（平成 23 年２月 21 日～平成 24 年２月 20 日）            

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり

当期純利益

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円

 789,200
百万円

16,600
百万円

18,000
百万円 

 4,200 
  円 銭
 21.24  

今回発表予想（Ｂ）   789,200 17,600 19,000 5,400 27.30  

増減額（Ｂ－Ａ）    ―      1,000 1,000      1,200 
増 減 率 （ ％ ）  ―   6.0 5.6      28.6 

（ご参考）前期実績 
(平成 23 年２月期)   812,999  13,031 14,020 4,507 22.79

       
３.修正の理由 
（連 結） 

営業収益は、株式会社サークルＫサンクスにおいて若干下方修正となるものの、連結では前回予想通りの見込

みです。ユニー株式会社と株式会社サークルＫサンクスの修正に伴い、営業利益、経常利益はともに 3,300 百万

円増のそれぞれ 42,000 百万円、40,000 百万円となる見込みです。また当期純利益は、経常利益増の他に株式会

社シー・ヴィ・エス・ベイエリアとの和解金 1,500 百万円や減損損失 1,300 百万円減による利益増を 4,500 百万

円、法人税減税及び復興税制の影響による利益減 1,900 百万円等を見込むことで、3,200 百万円増の 8,000 百万

円となる見込みです。 

（個 別） 
営業収益は、直営売上高が若干下回るもののテナント収益増が補い前回予想通りの見込みです。テナント収益

増と販管費減により、営業利益、経常利益はともに 1,000 百万円増のそれぞれ 17,600 百万円、19,000 百万円と

なる見込みです。また当期純利益は、経常利益増の他に減損損失 1,500 百万円減による利益増 2,400 百万円と法

人税減税及び復興税制の影響による利益減 1,200 百万円を見込むことで、1,200 百万円増の 5,400 百万円となる

見込みです。 
 
※ 上記の予想は、現時点で入手された情報に基づき判断した予想であります。従いまして、実際の業績は様々な

要因により、これらの業績予想とは異なることがありますことをご承知おき下さい。 
以上 


